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人権擁護委員活動功労 危険業務従事者叙勲

秋の叙勲
功労者表彰

　2020年秋の叙勲、第35回危険業務従事者叙勲の受章

と、人権擁護委員の法務大臣表彰を受賞された、市内

の皆さんをご紹介します。

　受章･受賞おめでとうございます。

　

中
学
卒
業
後
か
ら
県
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
修
業
を
始

め
、
21
歳
で
独
立
。
平
成
15
年
か
ら
７
年
間
、
県
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
理
事
長
を
務
め
ま
し
た
。
現

在
は
相
談
役
と
し
て
、
後
進
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
旧

和
賀
町
時
代
に
お
年
寄
り
の
毛
布
を
洗
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

を
行
い
、
地
域
貢
献
に
も
注
力
。｢

皆
さ
ん
の
生
活
衛
生
を

守
る
仕
事
が
で
き
て
良
か
っ
た｣

と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
生
活
衛
生
功
労
】

小原 光雄 さん

(和賀町藤根･78歳)

　

平
成
20
年
７
月
か
ら
12
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し
、
現
在
５
期
目
。
28
年
か
ら
は

岩
手
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
理
事
も
務
め
て
い
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
る
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
傾
聴
す
る
こ
と
を

重
ん
じ
て
い
る
ほ
か
、
市
内
の
学
校
訪
問
で
人
権
教
室
を

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
意
識
高
揚
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰

　

高
校
卒
業
後
、
盛
岡
地
方
検
察
庁
に
入
庁
。
昭
和
60
年

か
ら
法
務
省
に
出
向
し
、
国
際
的
な
事
件
を
扱
う
部
署
な
ど

を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
異
動
時
に
初
代
検
察
監
査
官

に
就
任
し
、
監
査
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
平
成
17
年
か
ら
20
年

ま
で
釧
路
、
山
形
、
仙
台
の
各
地
方
検
察
庁
事
務
局
長
を
歴

任
し
、
裁
判
員
制
度
の
周
知
に
尽
力
し
ま
し
た
。
転
勤
の
多

い
生
活
に｢

妻
の
支
え
が
あ
っ
た｣

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章
【
検
察
事
務
功
労
】

高橋 功
いさお

 さん

(和賀町藤根･71歳)

　

昭
和
35
年
、
旧
水
沢
市
役
所
に
入
所
。
財
政
、
総
合
水

沢
病
院
、
秘
書
な
ど
の
部
署
を
経
験
し
、
議
会
事
務
局
長

を
務
め
て
退
職
。
平
成
７
年
か
ら
約
９
年
間
、
旧
水
沢
市

収
入
役
を
務
め
ま
し
た
。
自
ら
現
地
に
足
を
運
ん
で
出
納

検
査
を
行
う
な
ど
、
厳
し
い
目
で
市
財
政
の
堅
実
な
運
営

に
傾
注
し
ま
し
た
。
受
章
は｢

上
司
、
部
下
、
同
僚
に
恵
ま

れ
た｣

と
皆
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

千葉 誠 さん

(上野町・85歳)

瑞
宝
双
光
章
【
警
察
功
労
】　

元
警
視
正

菊
池 

隆
雄 

さ
ん(

黒
沢
尻･

72
歳)

瑞
宝
単
光
章
【
防
衛
功
労
】

元
３
等
空
尉

小
原 

敏
彦 

さ
ん(

和
賀
町
岩
沢･

61
歳)

菊池 吉則 さん

(下江釣子・73歳)
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ブレイク

 北上市長

ゲニウス･ロキ
　ゲニウス･ロキという言葉をご存じだろうか。ゲニ
ウス･ロキは、ローマ神話における土地の守護精霊で
ある。今では一般的に土地のアイデンティティ(らし
さ)を表す言葉として、都市デザインの世界でよく用
いられているようだ。わが国でも古くから、土地には
八
や お ろ ず

百万の神々が住んでいるという感覚がある。家を建
てる際に地鎮祭を行うのもその表れだ。かつて人々は
自然の恵みを最大限に得るために、また自然災害から
大切な家族や隣人を守るために、土地の声を聞き、土
地と共に生きてきた証だろう。
　さて、現代社会を見ると、モータリゼーションの進
展と共に、人々は思いのままどこにでも行き、どこで
でも暮らすことができるようになった。地方都市で
は、先祖代々守ってきた里山の家や農地を捨て、車で
の通勤や買い物に便利な市街地近郊に戸建ての住宅を
建てて住むようになってきた。一方、まち中にあった
都市拠点施設も郊外のロードサイドに立地するように
なり、結果としてシャッター街や駐車場だらけのまち
中になってしまったのである。
　欧米では既存インフラを有効活用するために人々を
まち中に住まわせ、都市をコンパクトな構造に変化さ
せてきた。コンパクトシティといわれるこの都市政策
は、わが国でもいくつかの都市で実験的に取り組まれ
てきたが、あまりうまくいっていないようだ。それは
多くの地方都市が、地域経済の活性化や若者の域外流
出防止のために企業を誘致し、工場勤務と農業との兼
業が地域コミュニティを支えてきた歴史にある。その
若者たちを地域から切り離してまち中に住まわせるこ
とは、里山コミュニティを崩壊させ、地域を衰退させ
ることにつながるのだ。わが国で土地との結び付きを
無視したコンパクトシティがうまくいかなかったのは
そのためである。当市が目指す都市像を、コンパクト
シティではなく｢あじさい都市｣とした理由がまさに
そこにある。土地には土地なりの精霊が住む、という
感覚があればこそ｢あじさい都市｣はそれぞれの地域
にそれぞれの色や形の花を開かせる。地域に今でも残
る伝統芸能や歴史資産を若者が守り育てる活動は、そ
ういう意味でも大切なことだ。ローマ神話に出てくる
ゲニウス･ロキではあるが、どうやらわが国でも地域
を守り育てるキーワードになりそうである。

インターンシップで資料の確認作業を行う
北上翔南高校の生徒たち

　

｢
新
編
北
上
市
史｣

の
発
刊
に
向
け
、
市
史

編
さ
ん
室
を
設
置
し
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
部
会
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
自
然
部
会

　

令
和
３
年
３
月
の
刊
行
に
向
け
て
、
校
正

作
業
や
写
真
撮
影
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
民
俗
部
会

　

民
俗
芸
能
関
係
の
補
足
調
査
を
重
点
的
に

進
め
、
来
年
度
の
刊
行
を
目
指
し
執
筆
を
進
め

て
い
ま
す
。

③
古
代･

中
世
部
会
中
世
班　

　

来
年
度
の
刊
行
に
向
け
て
原
稿
内
容
の
詰

め
作
業
と
補
足
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

④
近
世
部
会

　

中
央
図
書
館
所
蔵
の
資
料
の
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。

⑤
近
現
代
部
会
近
代
班

　

市
が
所
蔵
し
て
い
る
明
治･

大
正･

昭
和

初
期
の
資
料
調
査
の
ほ
か
、
学
徒
動
員
経
験

者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
近
現
代
部
会
現
代
班

　

企
業
誘
致
の
状
況
や
財
政
状
況
を
調
べ
る

た
め
、
北
上
市
議
会
の
議
事
録
の
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
総
務
課
市
史
編
さ
ん
室
☎

72-

８
３
０
９

｢

新
編
北
上
市
史｣

の
刊
行
に
向
け
て

市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
の
活
動
状
況

　

２
０
２
０
年
の｢

市
勢
10
大
ニ
ュ
ー
ス｣

を

決
め
る
投
票
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
投
票

箱
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
心
に

残
っ
た
出
来
事
５
項
目
を
選
ん
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
結
果
は
、
12
月
25
日
発
行
の
広

報
き
た
か
み
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

■
投
票
箱
の
設
置
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎
、
江

釣
子
庁
舎
、
和
賀
庁
舎
、
中
央

図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
…
都
市
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課
☎
72-

８
２
３
０

皆
さ
ん
の
１
票
を
お
願
い
し
ま
す

市
勢
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
投
票ホームページでの

投票はこちらから
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■
申
告
書
発
送
…
12
月
４
日
㈮
発
送
予
定

■
申
告
期
限
…
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

現
況
に
よ
り
課
税
さ
れ
る
た
め
、
年
内
に
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
翌
年
度
か
ら

取
り
壊
し
た
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
職
員
が
現
地
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た(

一
部
取

り
壊
し
を
含
む)

場
合
は
、
12
月
11
日
㈮
ま

で
に
資
産
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
い
た
場
合
に
は
、
取
壊
証
明
書
な
ど
取
り

壊
し
日
を
確
認
で
き
る
書
類
の
提
示
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
☎
72-

８
２
１
２

　

市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
て
、
家
屋
以
外

の
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
所
得
税
、
法
人
税
の
申
告
と
は
別
に
固

定
資
産
税(

償
却
資
産)

の
申
告
が
必
要
で

す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
３
年
１

月
１
日
現
在
、
事
業
に
使
用
で
き
る
状
態
に

あ
る
構
築
物
や
設
備
、
機
械
、
備
品
な
ど
の

■償却資産の例

業　種 主な償却資産

賃貸アパートの経営 舗装路面、フェンス、植栽、エアコン、太陽光発電設備など

貸駐車場の経営 舗装路面、フェンス、車止めなど

飲食店 看板、厨房機器、接客用家具など

理容･美容業 看板、サインポール、理美容機器など

工場 プレス機、金型、溶接機、発電機など

農業 乾燥機、もみすり機、ビニールハウスなど

太陽光発電事業 架台、電力量計、設置に要した工事費など

個
人･

法
人
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の
申
告

対
象
と
な
る
資
産

　

申
告
が
必
要
な
の
は
、
令
和
３
年
１
月
１

日
現
在
、
市
内
で
事
業
を
行
い
、
対
象
と
な

る
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
で
す
。

　

市
内
で
工
場
、
賃
貸
業
、
農
業
、
飲
食
店
、

商
店
、
太
陽
光
発
電
事
業
な
ど
を
営
み
、
事

業
用
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人･

法

人
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
告
書
が
届

い
た
ら
、
償
却
資
産
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
が
届
か
な
い
人
や
、
新
た
に
事
業

を
開
始
し
償
却
資
産
を
所
有
し
た
場
合
は
資

産
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
賦
課
期
日
の
令
和
３
年
１
月
１
日
ま
で
に

償
却
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
も
、
そ
の
旨

の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

は
、
誰
で
も
受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ 

特
例
措
置
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
令
和

２
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連
続

す
る
３
カ
月
の
事
業
収
入
が
、
前
年
の
同

期
間
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
し
た
中
小

事
業
者
ま
た
は
中
小
企
業
者
で
す
。

　

ま
た
、
申
請
に
は
、
認
定
経
営
革
新
等

支
援
機
関
に
お
い
て
確
認
済
み
の
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
告
Ｑ
＆
Ａ

申
告
が
必
要
な
人

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
ご
連
絡
を

資
産
で
す
。

※
次
の
よ
う
な
資
産
も
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
償
却
済
資
産(

耐
用
年
数
が
経
過
し
た
も

の)●
建
設
仮
勘
定
で
経
理
さ
れ
て
い
る
資
産
や

簿
外
資
産

●
遊
休
資
産(

稼
働
を
休
止
し
て
い
る
が
、

い
つ
で
も
稼
働
で
き
る
状
態
に
あ
る
も
の)

●
未
稼
働
資
産(

す
で
に
完
成
し
て
い
る
が
、

ま
だ
稼
働
し
て
い
な
い
も
の)



7 令和２年11月27日 6令和２年11月27日

　コンビニエンスストアで住民票の写しと印鑑

登録証明書が受け取れるサービスが始まり、セ

ブンイレブン北上里分店で開始式が行われまし

た。同サービスは、マルチコピー機がある全国

のコンビニエンススト

アなどで、マイナン

バーカードを使用して

証明書を受け取れるも

の。交付手数料は300

円で、窓口よりも50円

安く取得できます。

証明書コンビニ交付サービスが開始
11月２日

周年事業プロモーション動画の制作
11月８日

　来年度の｢K
キ タ カ ミ

itakami T
ト リ プ ル

riple A
ア ニ バ ー サ リ ー

nniversary 

2021｣をＰＲするためのプロモーション動画

(３分)を制作しています。民俗芸能と現代パ

フォーマー、スポーツなどを掛け合わせた内

容で、ボクシング元世界王者の八重樫東さん

をはじめ、当市にゆかりのあるゲストが多数

出演。動画は、市の公式Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeチャンネルな

どで来年１月の公開を予定しています。

中
小
企
業
の
人
材
確
保
や
新
規
就
業
者
を
支
援
し
ま
す

人
材
確
保
支
援
事
業
補
助
金
と
新
規
就
業
応
援
助
成
金

【
中
小
企
業
等
人
材
確
保
支
援
事
業
補
助
金

(

４
次
募
集)
】

　

市
内
中
小
企
業
の
サ
ー
ビ
ス･

小
売
り
販

売
に
従
事
す
る
人
材
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者
…
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
雇
用
保

険
の
適
用
事
業
主

■
対
象
要
件
…
サ
ー
ビ
ス･

小
売
の
職
業
に
従

事
さ
せ
る
た
め
、
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

ま
た
は
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
終
了
し

た
市
内
在
住
の
人
を
継
続
し
て
雇

用
し
３
カ
月
経
過
し
た
こ
と
な
ど

【
未
就
業
者
新
規
就
業
応
援
助
成
金(

４
次

募
集)

】

　

未
就
業
者(

雇
用
保
険
被
保
険
者
で
な
い
）

が
サ
ー
ビ
ス
・
小
売
の
職
業
に
６
カ
月
以
上

就
業
し
た
場
合
、
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者
…
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
離

職
期
間
が
１
年
を
超
え
て
い
る
人

■
対
象
職
業
…
飲
食
物
調
理(

調
理
人
、

バ
ー
テ
ン
ダ
ー)

、
接
客･

給
仕

(

レ
ス
ト
ラ
ン
店
長
、
旅
館
や
ホ

テ
ル
の
支
配
人･

フ
ロ
ン
ト
係
、

飲
食
店
の
ホ
ー
ル
係
な
ど)

【
共
通
事
項
】

　

要
件
や
提
出
書
類
、
支
給
金
額
な
ど
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
…
12
月
25
日
㈮
ま
で
に
事
前
審

査
申
請
書
を
産
業
雇
用
支
援
課
へ
提
出

■
問
い
合
わ
せ
…
産
業
雇
用
支
援
課
☎
72-

８
２
４
３

　

昨
年
度
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
大
堤
東
遺

跡(

大
堤
東)

、
里
分
遺
跡(

黒
沢
尻)

、
成

田
遺
跡(

成
田)

な
ど
９
遺
跡
の
内
容
と
成

果
を
写
真
や
解
説
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き
…
①
12
月
２
日
㈬
～
令
和
３
年
１
月

14
日
㈭
②
１
月
16
日
㈯
～
２
月
18
日
㈭
③
２

月
20
日
㈯
～
３
月
18
日
㈭

■
と
こ
ろ
…
①
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
②
和
賀
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
③
中

央
図
書
館
視
聴
覚
室

※
開
催
時
間
は
、
各
施
設
の
開
館･

開
庁
時

間
内
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
☎

65-

０
０
９
８

発
掘
調
査
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す

埋
蔵
文
化
財
写
真
展

｢

掘
り
出
さ
れ
た
く
ら
し｣


